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平成２９年度 壬生町立睦小学校 Ｎｏ.11 ３月１４日

あ ゆ み

３月２０日（火）、５６名の児童が、かわいい後輩たち、保護者の皆様、
そしていつも温かく見守ってくださっていた地域の方々から大きな祝福を
受けて睦小学校を巣立っていきます。睦小学校での数々の思い出を胸に、中学校という
新しいステージへと進みます。残り僅かな小学校生活を一日一日大切にして、晴れやか
に卒業して欲しいと願っています。

卒業おめでとう

皆さんは、平成２４年４月に、本校の校門をくぐりました。それから６年間のた
ゆまぬ努力の結果、小学校という人生最初の節目を迎えました。そして、中学校と
いう人生第二の節目に向かって歩み始めます。
卒業する皆さんは、４月から中学生です。小学生は『児童』、中学生は『生徒』

と呼ばれます。児童、生徒の漢字を見てみましょう。『児』も『童』も子どもの意
味です。『生』は若い芽が生えるという意味があります。『徒』は、大地を踏みしめ
るという意味があります。『生徒』は、若い人が一歩一歩大地を踏みしめて生きて
いこうとする意志が芽生えるといった解釈ができます。中学生は大人への第一歩を
踏み出す時期です。小学校で学び、身につけた力を存分に発揮し、明るく元気に活
躍する中学生になって欲しいと思います。
卒業していく皆さんに、私の大切にしている言葉『誠実』を贈ります。『誠実』

の『誠』は、言ったとおりに成す、つまり言うことと行うことを一致させるという
意味です。『実』は、家を表し、中に三人の人がいるということで一杯という意味
です。だから、誠実というのは、『すべて、言うことと行うことが一致している』
という意味になるのです。だけど、実際には、自分や人に対して言ったことをその
通りに行うことは、とても難しいことだと思いますが、例えできなくても、あきら
めたり投げ出したりしないで努力していくことこそ、『誠実』な生き方だと思って
います。皆さんは、広く世界中の人々と交流しながら生きて
いく人となるでしょう。どんな時代になっても、皆さん一人
一人が誠実に生きて、自分を立派にすると同時に、誠実さが
もっと大切にされる世の中を創り上げていってくれるよう、
心から願っています。
最後に、皆さんの前途が幸福で健康であることを心から祈

っています。（卒業アルバムに載せた校長からの贈る言葉です）

４月に入学した１年生も小学校生活にも慣れ、あどけなさの中にも
自信溢れる言動が数多く見られるようになりました。２年生から５年
生も、それぞれの学年の発達にふさわしい成長を遂げています。１年
生から５年生は、それぞれ新しい学年に向かって一段と飛躍してくれ
ることを期待しています。
さて、子どもたちはこの一年間、普段の学習や生活、学校行事、児童会活動、友達関

係の中でいろいろな経験を積み重ねました。嬉しかったことや楽しかったこと、時には
失敗したこと等、様々な経験が子どもたちを成長させたことでしょう。この成長を親や
教師、周りの大人が認め、さらに励ましていくことが、子どもたちの次のがんばりにつ
ながると考えます。修了式にお渡しする『学びのすがた』は、一年間一人一人の児童と
むきあってきた担任の思いが記され、お子さまの客観的な成長を知るための一つの道標
です。この一年間を振り返り、来年度の新たな目標を立てるためにお読みいただければ
幸いです。
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保護者の皆様、ボランティアの皆様、地域の皆様、この一年間子どもたちを温かく見守り、そしてご支
援並びにご指導いただきましたことに心よりお礼申し上げます。ありがとうございました。平成３０年度
も引き続き、本校の児童の健やかな成長と安心・安全の確保のために多大なるご支援・ご協力をいただき
ますようよろしくお願い申し上げます。

平成３０年度の行事予定がほぼ確定しましたのでお知らせします。なお、今後、若干の変更がある可
能性がありますので、４月のホームページ、各月の学年便りでご確認をお願いいたします。


